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皮 膚 科 領 域 に お け るpropionylmaridomycinの 使 用 経 験

荒 田次郎 ・谷奥喜平

岡山大学医学部皮膚科学教室

(主 任:谷 奥喜平教授)

われ われ は,武 田薬 品工 業 株 式 会 社 に よつ て 開発 され

たpropionylmaridomycinを,皮 膚 科 領 域 で 試用 す る

機 会 を得 たの で以下:二 報告 す る。

方 法 と 材 料

試 験 管 内抗 菌 力:1971～72年 に 岡 山 大学 皮 膚科 にお い

て皮 膚科 領 域 か ら採 取 したcoagulase陽 性 ブ ドウ球 菌19

株 を 用 い,日 本 化学 療 法 学 会 法 に従 が い,ハ ー トイ ン フ ュ

ー ジ ョン(ニ ッサ ン)培 地 を用 い る平 板 希 釈 法 に よつ た 。

抗 菌 力 は最 小発 育 阻 止 濃 度 で 表わ した 。 測 定 はpropio-

nylmaridomycin (PMDM),そ の 代 謝 物 で あ るmari-

domycin (MDM), 4"-deacyl-propionylmaridomycin 

(PMDM-M)お よび 比 較 と してerythromycin (EM)

に つ い て お こな つた 。

臨 床 応 用

岡山大学皮膚科外来を訪れた皮膚感染症の患者に用い

た。内訳は,〓4例,〓 腫症1例,感 染粉瘤1例,リ ン

パ腺炎1例,尋 常性〓瘡4例 であつた。

成人患者は800 mg 4分 服で投与 した1例 を除き,1200

mg 3分 服で投与した,8歳,13歳 の患者には,600 mg

3分 服で投与した。

尋常性座瘡の患者には1～3週 問投与した。急性感染

症には,3～7日 投与した。

判定は,疾 患につきその症状にバ ラツキが 大きいの

で,一 律に行な うことは困難で個々の症例につき判定 し

た。

結 果

1. 試験 管内抗菌力:ブ ドウ球菌に対するMICの 分

布 を 見 る と,PMDMとMDMは 全 く同 じで,0.8mcg

/ml 1株,1.56mcg/ml 6株,3.13 mcg/ml 8株 で あ

り,100 mcg / ml以 上 の 株 が4株 で あっ た｡PMDM-M

分 画 は,以 上 の2分 画 よ り抗 菌 力 が お と り,6.25 mcg /

ml 12株,12.5 mcg/ml 3株 で,100 mcg/ml以 上 は 同

じ く4株 で あ つ た 。 即 ち,PMDMの 抗 菌 力 は ほ と ん

ど,1.56～3.13 mcg/mlに あ り,代 謝 物MDM分 画は

PMDMと 全 く同 じ抗 菌 力 を示 した 。 代 謝 物PMDM-M

分 画 は,こ れ ら よ り1～3段 階 抗 菌 力 が 劣 る 。 同 時 に行

な つ た,EMの 抗 菌 力は,0.2 mcg/ml以 下9株,0-4

mcg/ml 5株 で,25 mcg/ml 1株,100 mcg/ml以 上4

株 で あつ た 。 即 ち,EMの 耐 性株 は5株 で あつ た が,感

受 性 株 に 対 す るEMの 抗 菌 力は,PMDMお よびMDM

よ り2～4段 階 以上 優れ て い る。Table 1, Fig.1に

MICの 分 布,Fig.2にEMとPMDMの 抗 菌 力 の 相

関 を 示す 。

2. 臨 床 応 用:Table 2に 一括 して ま とめ た が,個 々

Fig. 1 Distribution of MIC of PMDM, 

MDM, PMDM-M and EM against 

coagulase-positive staphylococci 

Table 1 Distribution of MIC against staphylacoccus (coagulase-positive) 

strains separated from skin infections (mcg/ml)
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の 症 例 は 次 の とお りで あ る。

第1例 B. M. 23歳 ♂,〓 。 鼻 背 に小 指 頭 大 の紅 色 硬

結 あ り。 有 痛 性 。PMDM 1200mg 3分 服 投 与 。3日

後,紅 色 調 減,疼 痛 も減,有 効。 副 作 用 な し。

第2例 Y. H. 13歳 ♂, 〓 。 後 頭 部 に栂 指頭 大 の紅 色

腫 脹 。 波 動 を ふ れ る。 有 痛 性 。PMDM 600mg 3分 服

投 与 。2日 後 不 変。6日 後,痛 み は軽 減 したが,依 然 と

して波 動 をふ れ る。 切 開 を 加 え た。 自 覚的 に は軽 快 した

が,切 開 が 必 要 で あつ た。 や や有 効。 副作 用 な し。

第3例 M. H. 59歳 ♂, 〓 。右 側 胸 部 に栂 指 頭 大 の 紅

色,硬 く緊 満 す る結 節 。 有 痛性 。PMDM 1200mg 3分

服投 与 。2日 後 潮 紅,硬 結 減 じ,疼 痛 も減 。3日 後 更 に

軽快 。 著 効 。 副 作用 な し。

第4例 M. C. 21歳 ♀, 〓。 左 肘 部 に 示 指頭 大 の 波動

あ る紅 色 腫 脹 。 左 腋 窩 の リン パ 腺 腫 脹 あ り。PMDM

1200mg3分 服 投 与 。2日 後 排膿 減 じ,疼 痛 な し。4日

後 治 癒 。 著 効 。 副 作用 な し。

第5例 O. A. 25歳 ♀, 〓 腫 症 。 額 髪 際 部,躯 幹 に 示

指 頭 大 ま で の有 痛 性 紅 色 結 節 数 個。PMDM 800 mg 4

分服 で投 与 。1週 間 後,結 節全 体 と して軽 快 傾 向。 疼 痛

軽減 。 有 効 。 副 作 用 な し。

第6例 F. Y. 44歳 ♂, 感 染 粉瘤 。 右 大 腿 に栂 指頭 大

の紅 色腫 脹 。そ の 底 に 更 に大 き く硬 結 を触 れ る。PMDM

1200 mg 3分 服投 与。2日 後不 変 。5日 後 不 変。 排膿,

痛 み な お続 く。 無 効 。 副 作 用 な し。

第7例 T. M. 8歳 ♀, 淋 巴腺 炎 。 左 鼡 径 部 に,リ ン

パ 腺3個 腫 脹。 圧 痛。 発熱 。PMDM 600mg 3分 服。

3日 後不 変 。 な お発 熱 。 無 効。 副 作用 な し。

第8例 M. M. 31歳 ♀, 尋常 性 〓 瘡 。 額,頤 部 に常

色 丘 疹,開 放 性 面 疱 を混 じて多 数 の膿 庖。PMDM1200

mg3分 服 投 与 。1週 間 後膿 萢 減 。2週 間 後 全体 的 にや

や 軽 快 す るも新 疹 なお。 や や有 効。 副 作 用 な し。

第9例 S. Y. 21歳 ♂, 尋 常 性 〓 瘡 。 頬,頸,背 に,

常 色丘 疹,紅 色 丘 疹,膿 癒,栂 指 頭 大 ま で の嚢 腫 多数 。

PMDM 1200 mg 3分 服 。1週 間 後不 変｡2週 間 後 全 体

的 にや や よい。3週 間後 膿 疱 が 少 な くな つ た。 有 効。 副

作 用 な し。(肝 機 能:前 後OB)

第10例 LM. 33歳 ♀, 尋 常 性 〓 瘡 。 顔 面 に膿 疱 を混

じ,常 色 丘 疹,紅 色 丘疹 。PMDM 1200 mg 3分 服。1

週 間 後 膿 疱 や や 減。 や や有 効 と思 わ れ る が,〓 瘡 に 対 す

Table 2 Summary of cases

Fig. 2 Relatiollship of anti-staphylococcal

activity of propionylmarid0mycin

and erythromycin
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る治効を云々するには,も う少し長期間投与が必要。

第11例 N. Y. 23歳 ♀, 尋常性座瘡。 顔面に常色 丘

疹,紅 色丘疹,膿 疱多数。PMDM 1200 mg 3分 服。1

週間後やや軽快,2週 間後膿疱は減。3週 間後膿庖は消

失。有効。副作用なし。(肝機能:前 後OB)

以上,7例 の急性皮膚感染症,4例 の尋常性〓瘡に用

い,急 性皮膚感染症では,著 効2例,有 効2例,や や有

効1例,無 効2例 であつた。尋常性〓瘡では,4例 とも

何らかの効果が認められたが,う ち1例 は効果判定には

治療期間が短かすぎると思われた。

考 按

Propionylmaridomycinの ブ ドウ球菌 に対 す る 試 験

管 内 抗菌 力 は,MICの ピー クが1.56～3.13 mcg/mlに

あ り,こ れ はerythromycinよ り2～4段 階 お と り,

大体kitasamycin, josamycinの レベ ル にあ る と思 わ

れ る。100 mcg/ml以 上 の 耐 性菌 は,19株 中4株 で,21

%で,こ れ は,erythromycinと 交 差 耐 性 を示 した 。

Erythromycinで は 耐 性 株 は5株 で,erythromycin耐

性 株 のあ る もの は,本 剤 に対 し感 受 性 を 有 す る。 本 剤

は,macrolide耐 性 を誘 導 しない と され て い る か ら,

これ は,kitasamycin, josamycin, spiramycin等 の

macrolideお よびlincomycinと 同 じ傾 向を 示 す もの

と思 わ れ る。Erythromycinあ るい はoleandomycin

に よ り誘 導 され た耐 性菌 は,本 剤 に も耐 性 で,安 定 した

非 誘 導 のEM耐 性 株 の あ る もの は 本 剤 に 感 受 性 で あ る

と考 え られ る。 た だ し,本 剤 を広 く用 い て い る うち に,

本 剤 に対 す る安 定 した耐 性 を もつ ブ菌 が 出 て 来 る こ とは

考 え てお か ね ば な らぬ。

Macrolide剤 の通 性 と して,本 剤 の血 中 濃 度 は 低 く,

い つ ぼ う組 織 濃 度 は,そ の割 に 高 い 。 従 が つ て,本 剤 の

ブ菌 に対 す る抗 菌 力 は1.56～3.13 mcg/mlと や や 低 い

が,macrolideの 性質 が それ を カバ ー し,皮 膚 感 染 症 に

は使 用 可 能 と考 え られ る。 急 性感 染 症7例 中5例 に 効果

の あつ た こ とは,ま ず まず の成 績 とい え る。

尋 常 性〓 瘡 は,単 純 な感 染 症 で な く,起 炎 菌 の 関与 の

他 に,皮 脂 の 分 泌,ホ ル モ ン,毛 包 の 角 化etc.の 因子

が 関与 して お り複雑 で あ る。 この 場 合 関 与 す る 菌 は,

Corynebacterium acnes, Staphylococcus epidermidisで

あ るが,主 役 はCorynebacterium acnesの ほ うに あ る と

されている。Corynebacterium acmesの もつlipaseが,

皮脂の中のtriglycerideを 分解 して生ずる遊離の脂肪

酸が,本 症の発症に大きな役割をなすとされる。通常本

症の治療には,tetracycline系 抗生剤が用いられるが,

macrolideもCorynebacteriumに 有効で,臨 床的にも

本症に効あ りとされている。本症に抗生 剤を使 うとき

は,通 常3～6週,あ るいは場合によつてはそれ以上使

用する必要がある。今回は4例 に1～3週 使い,全 例に

何らかの効果が得 られた。1例 は1週 間なので,効 果を

云々するには少 し早すぎる。3週 投与例の前後の肝機能

は正常範囲であつた。尋常性〓瘡に投与するときは,や

や長期におよぶので,な お副作用の今後の検討がのぞま

れる。

ま と め

Propionylmaridomycinの 皮 膚 科 的 応 用 に つ い て 述

べ た。

1. 試 験 管 内抗 菌 力:最 近 皮 膚 科 領 域 か ら 集 め ら れ

た19例 のcoagulase陽 性 ブ菌 に つ き,平 板 希 釈 法 で

propionylmaridomycinの 抗菌 力 を検 討 した。MICは

0.8 mcg/ml 1株,1.56 mcg/ml 6株,3.13 mcg/ml 8

株 で,100 mcg/ml以 上4株 で あ つ た。 耐 性 株4株 は,

erythromycinと 交 差 耐 性 を示 した。 感 受 性 株 はery-

thromycinよ り2～4段 階 劣つ た 。EM耐 性 株 の1株

はpropionylmaridomycin感 受 性 で あ つ た 。

2. 皮 膚 急 性感 染 症7例 に用 い著 効2,有 効2,や や 有

効1,無 効2で あ つ た。

3. 尋 常 性〓 瘡4例 に用 い,全 例 に何 らか の 効 果 が 見

られ た 。
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USE OF PROPIONYLMARIDOMYCIN IN THE FIELD OF DERMATOLOGY 

JIRO ARATA and KIHEI TANIOKU 

Department of Dermatology, 

Okayama University Medical School

1) Antistaphylococcal activities of propionylmaridomycin were examined by the agar dilution method, 

using 19 strains of staphylococci separated from pyoderma lesions. Minimum inhibitory concentrations 
were 0.8mcg/ml in 1 strain, 1.56 in 6, 3.13 in 8 and more than 100mcg/ml in 4 strains. The 

resistant strains were also resistant to erythromycin. 
2) Propionylmaridomycin were used in 7 acute skin infections. Good responces were obtained in 2 

cases. Two cases improved and 1 case improved symptomatically. No change was obtained in 2 cases. 

The dosis was 1200 mg per day at three divided dosis. 
3) Four acne patients were treated with propionylmaridomycin at the dosis of 1200 mg per day for 7 

to 21 days. All patients showed some improvement.


